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研究成果の概要（和文）：電気機器、通信機器から放出される電磁波による健康への影響について懸念する声が
大きい。これまで多くの研究があるにもかかわらず、周波数帯で考えると中間周波（300Hz～10MHz）の生体影
響・健康影響についての先行研究は極端に少なく、世界保健機関（WHO）も公正なリスク評価のための影響評価
データの蓄積が必要であるとしている。
本研究では主として動物実験により、中間周波数帯電磁波の安全性に関する科学的根拠を収集することを第一の
目的として実験を実施し、影響がないことを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：There are great public concerns about the health effect by electromagnetic 
fields emitted from electrical equipment and communication equipment. Despite numerous studies so 
far, considering frequency bands, the number of prior studies on the biological and health effects 
of intermediate frequency (300 Hz to 10 MHz) is extremely limited. World Health Organization (WHO) 
says that it is necessary to accumulate biological evidences. In this study, we conducted 
experiments mainly for animal experiments to gather scientific evidence concerning the safety of 
electromagnetic fields in the intermediate frequency band, and demonstrated that no effects were 
observed under the experimental condition.

研究分野： 環境保健学、磁気科学
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１．研究開始当初の背景 
電気機器、通信機器から放出される電磁波

による健康への影響について懸念する声が
大きい。これまで多くの研究があるにもかか
わらず、周波数帯で考えると中間周波（300Hz
～10MHz）の生体影響・健康影響についての
先行研究は極端に少なく、世界保健機関
（WHO）も公正なリスク評価のための影響評
価データの蓄積が必要であるとしている。 
２．研究の目的 
本研究では主として動物実験により、中間

周波数帯電磁波の安全性に関する科学的根
拠を収集することを第一の目的として実験
を実施する 
一方で、非常に強い中間周波数帯電磁波のが
ん増殖の抑制効果について我々がもつユニ
ークな手法を用いて検討することにより、中
間周波数帯電磁波についてリスクとベネフ
ィットの両面から追究することを目的とす
る。 
 
３．研究の方法 
本研究では、WHO 環境保健クライテリア

（EHC No.238、2007）で「研究が不足してい
る」と指摘された中間周波数帯電磁波のリス
クを明らかにするため、in vivo, in vitro
の双方から研究を進める。 
動物実験においては、脳（海馬）における

NMDA受容体サブユニットNR1の曝露時の挙動
に特に注目し、その曝露条件との因果関係に
ついて生化学・分子生物学的・病理学的手法
により明らかにする計画である。一方、細胞
実験においては、初代培養系細胞や海馬切片
を用いた曝露を行い見られる影響を分子レ
ベル、遺伝子レベルで詳細に検討を行う。ま
た生体の応答の量反応関係を明確にするた
め、従前の装置よりもより高い曝露が可能な
装置を開発し、電磁波のドシメトリについて
検討を進める。 
一方、医療応用に関する研究では、ユニー

クかつ実績のあるバイオイメージングの手
法を用いて、脳内などに移植した担がんモデ
ルにおいて中間周波曝露の影響を、腫瘍の増
殖および増殖に必須な血管新生過程につい
て与える影響を明らかにする。 
 そのためには我々がこれまでの研究にお
いて循環生理学の視点から研究に用いてき
た 『 背 側 皮 膚 透 明 窓 (Dorsal Skinfold 
Chamber: DSC)』法による生体イメージング
をおこなう（図 1、図 2）。本研究課題では、
この DSC 観察システムを用いて、この DSC を
装着したマウスにたいして中間周波電磁界
をばく露し、その影響をみる（視る）ことと
する。 
 
 
４．研究成果 
 これまでのばく露装置でマウスを均一磁
界空間に置いた際に、マウス体内にどれだけ
の誘導量が発生するか不明であったが、本研

究では精度の高い数値解析モデルの作成に
取り組み、このモデルを用いて、ドシメトリ
をより詳細にあきらかにした。 
動物実験では、ばく露装置を用いて、リスク
評価の側面から中間周波数帯電磁波の神経
系へ及ぼす影響について中心にその影響を
評価をおこなった。これまでにマウスへの全
身ばく露で、海馬における NMDA 受容体サブ
ユニットNR1が可逆性の発現亢進を示唆する
データを得ているが、これを実験の再現性、
信頼性を担保するために、繰り返し実験を行
い解析をした。 
また医用応用の側面から、移植による担がん
動物を作成したが、電磁界ばく露によるがん
増殖の抑制などの影響に関しては見られな
かった。 
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